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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は強力なサイクリン依存性キナーゼ阻害因子をコードしています。コードされているタンパク質は、サイクリン-サイクリン依存性キナーゼ2またはサイクリン-サイクリン依存性キナーゼ4複合体に結合してその活性を阻害し、細胞周期G1期の進行を調節する役割を果たします。この遺伝子の発現は腫瘍抑制タンパク質p53によって厳密に制御されており、p53を介して、様々なストレス刺激に応答してp53依存性細胞周期G1期停止を誘導します。このタンパク質は、DNAポリメラーゼ補助因子である増殖細胞核抗原と相互作用し、S期DNA複製およびDNA損傷修復において調節的な役割を果たします。このタンパク質はCASP3様カスパーゼによって特異的に切断されることが報告されており、その結果、サイクリン依存性キナーゼ2が劇的に活性化され、カスパーゼ活性化後のアポトーシスの実行に重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子を欠損したマウスは、損傷または欠損した組織を再生する能力を有します。この遺伝子には複数の選択的スプライシング変異体が見つかっています。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CDKN1AマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CDKN1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

